
高浜市の未来を描く市民会議 第６回 会議録 

日 時 令和４年６月４日（土）午後１時～午後 2時３０分、午後 3時～午後 4時 30分 

場 所 かわら美術館ホール 傍聴人数 ４名 

出席者 

 

アドバイザー 坂本 直敏  

市民会議メンバー  ２７名   

メンバー外参加者   ０名 

行 政 市長 

【策定チームメンバー】       

ICT推進グループ      主任     長島 大知  

経済環境グループ     主事    洞口 凌汰 

             主事    石原 稔也 

地域福祉グループ     主事    萩原 理仁 

介護障がいグループ    主任    岡田 真吾 

福祉まるごと相談グループ 保健師    西山 歩  

健康推進グループ     保健師    大和 理世  

文化スポーツグループ   主事    加古 博紀 

防災防犯グループ     主任    本郷 光 

上下水道グループ     技師    森田 悠斗 

土木グループ       技師    平通 隆大 

都市計画グループ     主事    石川 寛典 

学校経営グループ  副主幹   平岡 香澄 

こども育成グループ  主査    東   文彦 

（１４名出席）  

【見学】 

副市長 

こども未来部長            磯村順司 

文化スポーツグループ   主査    田中愛 

事務局 企画部長               木村忠好 

総合政策グループ     リーダー  榊原雅彦 

   同         主 査   祖父江佑介 

   同         主 任   柘植一馬 

   同         主 任   多武利康 

   同         主 事   村松邑馬 

   同         主 事   東端佑奈 

   同         主 事   杉浦功暉 

   同         主 事   嶋本花凜 

   （９名出席） 



次 第 
１ 基本計画（個別目標シート〔案〕）の説明について 

２ 今後のながれ 

資 料 
１ パワーポイント資料 

２ 基本計画 個別目標シート（案） 

 

１ 基本計画の分野について           〔事務局〕 

基本計画の分野について、内容の近いものを統合したいと考えています。現時点の案ですが、

シティプロモーションという分野を情報発信の分野へ、次世代育成の分野は協働推進の分野へ

統合したいと考えています。また、生涯学習については、生涯学習・文化・スポーツに、健康・医療

は健康に変更をしようと考えております。従いまして当初 15 の分野がございましたが、13 の分

野で基本計画を構成したいと考えており、今後審議会において決定してまいります。 

２ 基本計画（個別目標シート〔案〕）の説明について 〔坂本アドバイザー〕 

 これまで、この市民会議では１０年後の高浜市の将来像であるキャッチフレーズを決

めたり、分野別に皆様からアイデアを頂いてきたりしました。 

 今回は、それらを踏まえ、総合計画の基本計画、行政としての考え方つまり、各分野

の「目指すべきまちの姿」やそれに対する「現状と課題」、「取り組むこと」について、

現在の案を職員の方から説明してもらいます。 

 全体で説明をしてもらった後、分野別のテーブルに戻り、分かりにくかったところや、

気になったことについて意見交換していただければと思います。 

 

【職員策定チームメンバーより説明・各テーブルにて質問】 

 

 １２日までは、質問等を市の方で受け付けていますので、後日市の方へご連絡いただ

ければと思います。今の意見交換の内容を踏まえ、今後、市で再検討し、必要に応じて

基本計画を修正し、その後、市の策定委員会や審議会に諮っていきます。 

 次に、今後の市民会議の流れについてですが、基本計画の裏面に「市民一人ひとりに

できること」、「みんなでできること」を記載していきます。「みんなでできること」は、

まちづくり協議会主体に作成している地域計画の内容を盛り込みます。 

 市民会議では「一人ひとりにできること」を考え、そして実行していきたいと思って

います。各分科会に１０万円の予算がついています。ただし、ものを買って設置しただ

けや、配布しておしまいにならないよう、市民の方々を巻き込み、取り組みが広がって

いく、次につながっていく、そういった使い方をお願いします。 

 これらは一例になりますが、環境の基本計画の個別目標には「人と地球にやさしいき

れいなまちをつくります」を掲げています。そして、その目指すまちの姿には「地球温

暖化対策など環境問題に配慮し、環境負荷の少ないまち」を目指しています。それに対

して、市民一人ひとりにできることは何だろうと、考えた場合、例えば「高浜市内の緑

を増やそう」を考えたとして、基本計画に記載していきます。市民会議のなかで「じゃ

あ、どうやったら市民の皆さんにやってもらえるか」を考え、アクションを起こしてい



きます。ここでは仮に、自宅で植物を育ててみよう！というアクションとしています。

１０万円の予算を使って育てやすい植物の苗を買って、それから種を取れば、次の年も

配れるし、緑の循環になるんじゃないか。など、このように市民の皆さんでアクション

を起こしていきたいと思っています。 

 ここで少し時間をとりますので、各グループで一人ひとりにできることをもう一度考

えてみてください。 

【各分科会にわかれて話し合い・発表】 

・DX・情報発信 高校のパソコン部にお金を渡して活動してもらう。 

・健康  外へ出て活動をしよう 

イベントで世代間交流をして元気をもらう。 

 多文化共生スタンプラリー 

ホコタッチを活用して健康管理をしよう。 

・福祉  障害者の方に目を向けコミュニケーションをしよう。 

     障害を持つ家族とコミュニケーションをしよう。 

     危険な場所で遊んでる子供がいたら声をかけよう。 

     高齢で、場合によっては補助が必要な方がいたら、誰が見てもわかるような

(ヘルプマーク)を作成し、地域で見守る。 

     

  いかがでしたでしょうか。 

  現在、個人的に高浜市を広め、子どもたちに食べ物の大切さを学んでもらう取り組

みとして、市内の子どもたちと一緒に酒米を育てて「子土盛」というお酒作っていま

す。本日の話し合いでまだまだ、アイデアが出し切れなかった方もいるかと思います。

行政にてしばらく「一人ひとりにできること」を受け付けているそうなので、新たな

アイデアが浮かび次第、行政に送ってください。そのアイデアを基に今後、市民の皆

さんを巻き込んでできる取り組みを考えていきますので、引き続きよろしくお願いし

ます。 

  ここからは、今後の分科会のスケジュールを事務局の方から説明してもらいます。 

３ 今後の流れについて               〔事務局〕 

 今後の分科会での活動のスケジュールについて説明します。次の目標は７月１４日ま

でに総合計画 基本計画の「一人ひとりにできること」を各分野５個ずつ選定していき

ます。 

 その流れとしては、まず、一人ひとりにできることのアイデアを、本日出たアイデア

に加えて、さらに出し合います。市公式ホームページを通じて投稿していただいても大

丈夫です。おもいつくままに投稿してください。 

 その後、意見をとりまとめ、分科会ごとに１０個に集約していき、その後、市民会メ

ンバー全体で投票を行い、計画に記載する５つを決定していきます。 

 ５つを決定した後、次回は７月 31 日にかわら美術館にて全体会を開催し、どれを取り

組むのか、どうやってアクションを起こすのか検討していく予定です。 



 従いまして、本日より、一人ひとりにできることをまずは、どんどん市のホームペー

ジへの入力、または、総合政策グループに連絡してください。そのあとについては、職

員を通じて改めて連絡いたします。 

本日はありがとうございました。 

 


